























































































































































































































































































































































































































































































 3 レイヴ &ウェンガー（1993：80）は、「共同体ということばは必ずしも同じ場所にいることを意
味しないし、明確に定義される、これとはっきりわかるグループを意味してもいない。あるいは
社会的に識別されている境界があるわけでもない」としている。したがって、日本語教育もそれ
に関係する人々を中心とした実践共同体と捉えられると考える。
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